
図１  人工歯による実用性評価

天然機能性素材を用いたセルフケア用品の開発
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１．はじめに

歯の健康は全身の健康と密接に関係しているため、日常のセルフケアが非常に重要であ

る。しかし、物理的な方法で歯垢を除去するには、歯ブラシだけでは不十分で、歯間クリ

ーナーによる徹底的な清掃が必要不可欠である。現在市販されている歯間クリーナーの殆

どは、合成繊維を素材として使用しているが、昨今、天然素材へ回帰する傾向が様々な分

野で見られる。そこで、本研究は天然繊維に物性向上のための加工を行い、歯間クリーナ

ーとして効果的な繊維構造体を創製することを目的とし、繊維技術の、セルフケアという

新たな分野への応用を提案する。

２．実験方法

市販の歯間クリーナーの特性について検証した後、生体適

合性及び微細加工性の観点から天然素材を選定し、二重織等

組織を組合わせた意匠設計を行い、繊維構造体をレピア織機

を用いて試織した。得られた繊維構造体対し、高分子量セリ

シンによる浸漬加工を施し、物性評価を行った。更に、製品

化へのアプローチとして、細巾織物用織機により製織した試

作品についても物性評価を行い、図１で示す人工歯を有する

装置を用いて実用性評価を行った。

３．結果・考察

市販品の検証を通して、歯間クリーナーには 30N 以上の引

張強さが必要で、2-4mm の厚みが一般的であることがわかっ

た。また、レピア織機よる二重組織を有する繊維構造体の

構築に成功したが、カッティングする際生じるほつれ等が

原因で、引張強さが不十分であった。そこで高分子量セリ

シンによる浸漬加工を行った結果、図２で示すように、繊

維構造体の物性の向上が実現できた。

更に、細幅織物用織機を用いたことにより、ほつれの問

題が解消し、45N の引張強さを有する試作品が得られた。

試作品に対する実用性評価の結果、非天然素材の歯間クリ

ーナーに比べ、試作品の方が歯の間に挿入する際、歯に与

える圧力の変化が緩やかで、不慮の力の変化による歯茎へ

のダメージ等のリスクを軽減できることが明らかになった。

４．まとめ

天然素材を用いた、歯間クリーナーとしての繊維構造体の構築が可能で、高分子量セリ

シンによる浸漬加工は、繊維構造体の物性の向上に効果的であることが明らかになった。

更に、細巾織物用織機を応用することより、未加工でも歯間クリーナーとしての十分な物

性を有する繊維構造体の製織が可能となり、より製品化に近づいた。
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図 2 加工前後の物性変化
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